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令和８年度地産地消ＰＲ業務委託仕様書 

 
１ 委託業務名 

令和８年度地産地消ＰＲ業務委託 

 

２ 適用範囲   

本仕様書は、本市が行う令和８年度地産地消ＰＲ業務委託に当たり、受注者が守らなくてはなら

ない業務に関する一般事項を示すものである。 

 

３ 事業の目的 

「千葉市つくたべ」を通じた地産地消ＰＲにより、市内産農畜産物等の認知向上及び地産地消意

識の醸成を図るとともに、「千葉市地産地消推進店（以下「千葉市つくたべ推進店」という。）のＰ

Ｒにより市内産農畜産物等の見える化を図ることで、市民による市内産農畜産物の消費を拡大し、

生産者の売上向上及び経営の安定化や発展に寄与することを目指す。 

 

４ 委託期間 

令和８年４月１日から令和９年３月３１日までとする。 

なお、委託期間内であっても、委託業務のうち完成したものについては、市は受注者に提出を求

めることができる。 

 

５ 委託業務の内容  

    千葉市における地産地消を推進するため、市内産農畜産物等の認知向上及び地産地消意識の醸

成のためにホームページ及びＳＮＳを活用したＰＲ（デジタルマーケティング施策）を実施すると

ともに、つくたべ推進店と連携したイベントへの出店、市内産農畜産物等の見える化のためのＰＲ

ツールの制作を行うこと。  

（１）デジタルマーケティング施策 

ア ホームページの保守・運用、掲載情報の更新 

（ア）つくたべ公式ホームページ（https://www.chibacity-tsukutabe.com/）を令和７年度の 

受注者から引継ぎ、市から提供する修正指示原稿・画像等に基づき、イベント情報や、つく 

たべ推進店の販売情報、つくたべ推進店や生産者の掲載情報に変更があった場合の修正等 

の更新を行うこと。 

（イ）以下の項目について、ＷＥＢサイトの改善を実施 

① 「お知らせ」ページに「今月のイベント情報」を掲載する。 

② ＬＩＮＥ友だち追加への導線を設置する。 

イ 千葉市つくたべの公式ＳＮＳの管理及び運用、情報発信等 

千葉市つくたべの公式ＳＮＳ（Ｘ、ＬＩＮＥ及び Instagram）を令和７年度の受注者から引 

継ぎ、公式ＳＮＳを活用したＰＲを行うこと。生産者、飲食店、加工・小売店の生産、集客 

販売促進につなげるための内容となるような、コンテンツや広告等の手法を企画書に提案 

し、市と協議の上実施すること。具体的には（イ）を想定するが、より効果的な内容の 

提案を妨げるものではない。 

（ア）公式ＳＮＳのアカウント管理及び運用 

（イ）公式ＬＩＮＥを本事業のポータル機能として運用 

     次の事項等について、市と協議の上、公式ＬＩＮＥにて 24回以上情報発信を行うこと。 

① 本市内で開催する食農イベント情報を受注者が収集し、毎月発信すること。 

② フェア等のキャンペーン告知やキャンペーン実施状況の情報を随時発信すること。 

③ 本市内の観光農園や農業体験ができる農園や施設をまとめた情報を随時発信すること。 

④ 市内産農畜産物を購入できる直売所やスーパー等の情報を収集し発信すること。最新

情報を公式 HPで随時更新すること。 

⑤ 市内産農畜産物を利用する飲食店・加工事業者等の情報を収集し発信すること。最新情

報を公式 HP で随時更新すること。 

（ウ）公式ＬＩＮＥのリッチメニューの作成と活用 
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公式ＬＩＮＥのリッチメニューのコンテンツを随時更新すること。また、公式ＬＩＮＥ

から公式 Instagramにユーザーを誘導し、公式 Instagramのフォロワー増加を図ること。 

  （オ）公式 Instagramを活用した情報発信 

      公式 Instagramに、本事業で実施するフェアの情報を掲載し、生産者やつくたべ推進店

にも投稿を依頼し、投稿に対して公式 Instagramでリポストを行う。 

また、収穫体験、食育イベント、食の体験などの案内等を掲載する。 

   （カ）WEB広告の実施 

 ＬＩＮＥ公式アカウントの友だち登録を促すために最適な広告媒体を提案して広告を配

信し、1,500人の「友だち」登録を獲得する。配信対象エリアは千葉市および周辺地域と

する。 

  ウ 市内生産者や千葉市つくたべ推進店の取材記事作成及びホームページでの公開 

市が指定した市内生産者や千葉市つくたべ推進店について、現地を訪問して取材、撮影を

行い、取材記事を作成し、ホームページに掲載すること。（記事文字数 500～1,000字程度/

３件以上） 

 エ 認知度調査アンケートの実施 

「千葉市つくたべ」の認知状況及び地産地消に対する市民意識を把握し、今後の事業改善 

及び効果検証に活用するため、以下のアンケート調査を実施すること。 

（ア）ＬＩＮＥお友だち向けアンケートの実施 

公式ＬＩＮＥに登録している友だちを対象に、アンケート調査を実施すること。 

アンケートは、市内における食農体験イベントや地産地消関連イベントへの参加状況、つ

くたべに対する認知度、利用状況等を把握できる内容とすること。 

実施頻度は、６か月に１回程度（年２回程度）とし、設問内容については市と協議の上決

定すること。 

アンケートの回答促進のため、ＬＩＮＥ配信内容やリッチメニュー等を活用し、簡易に回

答できる仕組みを構築すること。アンケート結果は集計・分析の上、定例報告等において市

に報告すること。 

（イ）千葉市民向けＷＥＢアンケートの実施 

事業実施期間の後半において、千葉市民を対象とした「千葉市つくたべ」の認知度調査 

を目的としたＷＥＢアンケートを１回実施すること。 

アンケート内容は、「千葉市つくたべ」の認知度、情報接触状況、地産地消に対する関心度

及び行動意向等を把握できる設問とすること。 

調査方法（配信手法、対象者条件、サンプル数等）については、市と協議の上決定するこ

と。 

当該アンケートは、本事業を通じた認知度の変化を把握するため、毎年度継続して実施す

ることを前提とした設計とすること。 

調査結果については、集計・分析を行い、認知度の推移や課題、今後の改善点を整理した

報告資料を作成し、市に提出すること。 

オ デジタルマーケティング施策の進捗報告 

    デジタルマーケティング施策全般の進捗や成果について検証し、委託期間中に定例会議を

６か月に１回程度(年２回程度)実施し、市に報告すること。 

（ア）報告内容 

① 公式ホームページのＰＶ数、ＵＵ数、滞在時間数、直帰率等のアクセス解析 

② 公式ＳＮＳのアカウントの属性（性別、世代、地域）、曜日、時間帯等のアクセス解析 

③ 公式ＳＮＳのフォロワー獲得状況 

④ ＬＩＮＥ配信状況 

⑤ インターネット広告配信 

⑥ ＳＮＳ運用状況 

⑦ ＬＩＮＥアンケートの実施状況及び結果 

⑧ 千葉市民向けＷＥＢアンケートによる認知度調査結果 

（イ）作成レポート 

① 成果進捗報告 

② ＫＰＩ管理レポート 
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  カ ホームページ問い合わせフォーム等対応 

キ サーバー及びデータ等の引継ぎ作業 

契約終了[令和９年３月３１日（水）]までに、次年度[令和９年４月 1日（木）]のサーバー

及びデータの引継ぎ等の作業を完了させ、令和９年度以降も市又は新たな受注者がスムーズ

に「千葉市つくたべ」ホームページを公開できるようにすること。 

なお、移転費用については、令和８年度の受注者が負担すること。 

（２）つくたべ推進店と連携したイベントへの出店 

「千葉市つくたべ」の認知向上及び市内産農畜産物等の消費拡大を図るため、市内で開催さ 

れる地産地消と親和性があり、集客力のあるイベントへ１回以上出店し、つくたべ推進店や市 

内生産者と連携した地産地消ＰＲを実施すること。より多くの市民に対して「千葉市つくた 

べ」及び市内産農畜産物等の認知拡大を図るための手法を企画書に提案し、市と協議の上実施 

すること。具体的には以下を想定するが、より効果的な内容の提案を妨げるものではない。 

ア 出店概要 

（ア）出店イベント 

市内で開催される地産地消と親和性があり集客力の高い既存イベントの中から、市と協議の 

上決定する。(例：千葉いいもの市、千葉市フェアなど) 

（イ）出店期間 

各イベントの開催期間に準じるものとし、詳細は市と協議の上決定する。 

（ウ）出店内容 

以下の内容を基本とし、イベント特性に応じて効果的な構成を提案すること。 

① 市内産農畜産物及びその加工品の展示・販売 

② 市内産農畜産物を使用した商品・メニュー等のＰＲ 

③ 「千葉市つくたべ」及び千葉市地産地消推進店（以下、つくたべ推進店）の紹介 

④ 千葉市つくたべ公式ＬＩＮＥお友だち登録を促すＰＲ 

イ 業務内容 

（ア）出店調整及び運営 

① 出店イベントの主催者との調整及び出店手続き 

② 出店に係るつくたべ推進店、市内生産者等との調整 

③ 出店当日の運営管理（スタッフ配置、設営、撤去、進行管理等） 

（イ）出店ブースの企画・制作 

① 認知向上及び市内産農畜産物等の見える化を目的としたブースデザインの企画 

② 既存のＰＲツール（のぼり、リーフレット、ステッカー等）を活用した装飾 

（ウ）公式ＬＩＮＥ登録促進施策 

① 出店ブース内において、公式ＬＩＮＥ登録を促進するためのＰＲを実施すること 

② 登録者に対するノベルティ配布や抽選等、効果的な登録促進手法を提案・実施すること 

③ 出店を通じて獲得した公式ＬＩＮＥ登録者数を把握・報告すること 

（エ）情報発信及び連動プロモーション 

① 出店イベントに関する情報を、公式ＳＮＳにより事前及び事後に発信すること 

② 出店当日の様子を撮影し、公式ＳＮＳ及び公式ホームページに掲載すること 

ウ 成果の把握及び報告 

出店を通じたつくたべ推進店及び市内産農畜産物等のＰＲ効果について、定性的・定量的に 

整理し、市に報告すること。 

（５）販促物の制作 

   市内産農畜産物等の見える化のためのＰＲツールの制作を行うこと。 

   下記ア及びイに記載の販促用物品を作成すること。 

また、ア及びイに加えて認知向上のため、効果的な販促用物品を提案すること。 

なお、すべての販促物に「千葉市つくたべマーク」を入れること（色指定あり・デザイン 

データを市が提供）。 

ア イチゴ観光農園ＰＲチラシ「いちごめぐり」の時点更新・印刷 

  既存のイチゴ観光農園ＰＲチラシ「いちごめぐり」の時点更新を行い、印刷すること。 

仕様 （１）用紙サイズ：Ａ４ 

（２）印刷色：フルカラー４色刷り（両面） 
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（３）校正回数：２回以上、色校正１回以上（簡易色校正可） 

（４）用紙種類：コート紙 90ｋｇ以上 

（５）備考： 

・既存チラシのデザインデータ（aiファイル形式等）は市から提供する。 

・デザインに必要な写真等については、受注者において調達すること。 

・写真の差し替えや、農園数の増減等に伴う微調整が発生する可能性がある。 

数量 6,000部 

   

イ 「千葉市つくたべ」ステッカーの印刷 

    既存のステッカーと同じデザインのものを印刷すること。 

仕様 （１）サイズ:正円直径 80mm 

（２）印刷色：フルカラー４色刷り 

（３）校正回数：無し 

（４）形状：シートタイプ 

（５）備考： 

・既存ステッカーのデザインデータは市から提供する。 

・要耐水性 

数量 1,000枚 

 

（４）報告書の作成 

令和８年度事業の成果について効果検証を行うとともに、事業展開における課題と解決策に 

ついて報告すること。 

 

６ 成果品等 

委託期間終了までに、次のものを提出すること。 

なお、５（４）の販促物の納品期限については、「７ 想定スケジュール」に基づき、市と協議

の上決定する。 

（１）委託完了報告書 ５部 

Microsoft Word、Microsoft Excel、または Microsoft PowerPointで作成すること。 

（２）本委託業務に係る以下の成果品データ CD－R（又は DVD－R）１部 

  ア 委託完了報告書 

  イ 「５（２）」の取材記事に使用した写真データ 

  ウ 「５（４）」で制作した販促物のデータ（PDF及び編集可能なデータ） 

  

７ 想定スケジュール 

令和８年 ４月     契約締結、事業方針・全体スケジュールの調整 

令和８年 ４月～    ホームページ運用、SNSの発信、イベント出店の調整開始 

令和８年 ４月～12月 イベント出店の実施、リーフレット、のぼり、ステッカー納品 

令和８年 ６月～令和９年２月  千葉市つくたべ推進店・生産者取材 

令和８年 11月      イチゴ観光農園ＰＲチラシ納品 

令和９年 ３月     委託完了報告書の提出 

 

８ 納品場所  

千葉市役所経済農政局農政部農政課 

（千葉市中央区千葉港１番１号 千葉市役所高層棟７階） 

 

９ 支払い方法  

業務完了後一括払い 
 

10 事業実施に当たっての留意事項 

（１）事業の目的達成のため、社会情勢も考慮した上で、効果的な事業実施を図ること。 

（２）次年度以降の計画的な事業実施につなげるものとすること。 
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（３）千葉市開催のイベントや市が連携協定を結ぶ事業者等との関係性等を効果的に活用し、

事業を実施すること。 

  （４）受注者は「千葉市つくたべ」のマネジメントを市と協働で行う立場として、市の指定す

る庁内外メンバーと連携して事業を遂行すること。 

（５）委託業務に係るすべての経費は、委託費に含むものとすること。 

（６）委託業務に基づき作成される成果品の取扱い 

ア 委託業務に基づき作成される成果品（映像、印刷物等）の所有権は、すべて発注者に

帰属する。 

イ 受注者は、著作権法（昭和 45 年法律第 48 号）第 21 条から第 28 条までに規定する

権利（著作権）を、発注者に無償で譲渡するものとする。 

なお、発注者の書面による事前の同意を得なければ、同法第 18 条から第 20条まで 

に規定する権利（著作者人格権）を行使することができないものとする。 

ウ 受注者は委託業務完了後といえども成果品等に瑕疵が発見された場合には、発注者

の指示に基づいて速やかにその訂正をしなければならない。これに要する経費は、す

べて受注者の負担とする。 

（７）著作権・知的財産権の使用 
   ア 委託業務を履行するに際し、第三者の著作権、特許権、その他権利を使用する場合は、受 

    注者がその使用にする一切の責任、費用負担を負うものとする。 

イ アにかかわらず、発注者がその方法を指定した場合は、その限りではない。 

 

11 業務の再委託 
受注者は、業務の過半を一括して第三者に委託し、又は請け負わせることはできない。ただし、 

業務を効率的に行う上で必要と思われる業務を再委託する場合は、契約締結前に市と協議し、市

の承諾を得なければならない。 

受注者は、業務の一部を第三者に再委託した場合は、再委託先に本仕様書に定める受注者の義 

務と同様の義務を負わせるとともに、再委託先の行為及びその結果に対するすべての責任を負う 

ものとする。 

 

12 その他 
（１）受注者は、委託業務実施に当たり、随時市と協議を行い、意思疎通を図るとともに、指示及び 

監督を受けなければならない。 

（２）受注者は、委託業務の遂行上必要と認められるもので、仕様書の解釈に疑義を生じた事項及び 

仕様書に明記していない事項については、前もって市及び受注者双方の協議の上、取り決める 

ものとする。 

（３）受注者は、委託業務の遂行に当たり知り得た、市、事業者等の情報と個人情報の取扱いについ 

て十分注意し、委託業務終了後も、他へ開示、漏えい及び目的外利用をしてはならない。 

（４）受注者は、委託業務の遂行に関連し第三者へ損害が発生した場合、その損害が乙の故意又は重 

大な過失により生じた場合には、乙の責任においてその損害を賠償すること。 

（５）受注者は、本仕様書、契約約款及び関係法令を遵守し、誠実かつ円滑に業務を遂行しなければ 

ならない。 

（６）委託業務の実施に当たっては、事故防止策等、安全の確保に十分配慮すること。  
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【参考】既存販促物について 

 

ア イチゴ観光農園ＰＲチラシ「いちごめぐり」 

  
   

 

イ 「千葉市つくたべ」ステッカー 

 

 


